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趙景達先生を送る
山 田 賢
趙景達先生とはじめてじっくりとお話ししたのは、私が千葉大学文学部に
着任したばかりの１９９３年の春、ドイツ史の下村由一先生が文学部長をお辞
めになるときの慰労会の席であった。その時の慰労会は、金子亨先生の発案
により、ドイツ料理店で「非妥協的ドイツ料理」（慰労会を主唱された金子
先生の檄文にはこのように書かれていたはずである）を囲んで行われた。そ
れほど広くはない店内で、趙先生と私は先輩方に中央のテーブル席を譲り、
壁際で向かい合ってとりとめもない話をした。私たちの話題は朝鮮の「東学」
と中国の白蓮教から始まり、そこからドイツ農民戦争、そして安丸良夫の民
衆思想やウェーバーの儒教と道教などに及び、（私の手前勝手な記憶では）
大いに意気投合した。
当時の会合に顔を揃えていた先生方は、今はほとんど退職されており、も
はや靄のかかったような遠い過去の昔語りなのだが、このささやかな、しか
し私にとっては鮮明な思い出からこの小文を語り出すのは、それが趙先生の
学問に対する姿勢を象徴するものでもあるように感じられるからである。
趙先生の朝鮮近代史研究にはいくつかの重心がある。その第一は朝鮮近代
の民衆運動とそれを支えた民衆思想の研究である。とりわけその中核を成し
たのは「東学」の研究であるが、趙先生の東学研究は、その教義の成立と変
容、反乱の構成員と組織、反乱の推移と政府・諸外国の反応などあらゆる側
面から、「異端」と見なされてきた「東学」を立体的に復元した重厚な力作
であった。第二は、近代知識人とナショナリズムの研究である。近代朝鮮に
おける「開化派」知識人たちは、単純に西欧的国民国家を範としつつ、伝統
社会から軽やかに身を翻し去ったわけではない。彼らは伝統的な政治文化の
基体―「儒教的民本主義」―の内側から、それぞれの苦闘を経つつ近代国家
の秩序を構想したのであり、趙先生の研究は彼ら開化派知識人の内面的苦闘
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に寄り添いつつ、朝鮮近代の思想的営為を伝統社会との連続性―それは単純
な継承ではなく苦渋と屈折を伴うものであるのかもしれないが―を描出した
点に特長がある。第三は、東アジア比較史の観点である。言うまでもなく趙
先生の研究は朝鮮近代史を主たる対象として進められてきたのだが、それの
みを単独で位置づけるのではなく、つねに東アジアの他地域―日本列島、中
国大陸から東南アジアまで―を比較の対象として視野に収めてきたことはも
ちろん、世界史的動向の中で朝鮮の歴史を位置づけようと意志してきたこと
を忘れることはできない。
以上のように趙先生の実証的な関心は多方面に向けられていたが、それら
の一見多方面に向かっていたように見える研究を統合している中核は、朝鮮
の伝統社会において形成され、社会全体を浸潤しつつ政治文化の基体となっ
ていた「儒教的民本主義」への関心である。たとえば「東学」は西欧化モデ
ルによる近代国家を範型とする眼差しから見るならば排除すべき迷妄に他な
らないが、官僚統治なき「一君万民」の儒教的ユートピアへと回帰しようと
する「東学」の運動は、伝統的な政治文化の観点から見れば儒教的世界像の
民衆的再構築であり、民衆が伝統的な政治文化とその世界像を〈生き直す〉
ための営為であったと言えるだろう。
そしてこれは当然「東学」のみの問題ではない。「開化」を目的とした朝
鮮の近代知識人にとっても、儒教的普遍主義＝「天理」を否定して、換言す
れば儒教的世界像から完全に離脱して、「私」の領域に過ぎないナショナリ
ズムを肯定することは大きな困難を伴っていた。だとすれば、「開化」を自
らの責務と思い見なしつつも、やがてそこから身を引きはがし、アナーキズ
ムという国家を超越する普遍へと到りついた思想家の営為こそが、むしろ
「異端」ではなく伝統的政治文化の正統的な継承であったのかもしれないの
である。
比較史の観点においても重要な関鍵となっているのは儒教という参照軸で
ある。たとえば日本列島の「近代」が速やかにナショナリズムと強国を志向
する「覇道」へと向かったのは、列島においてはそもそも儒教的世界像が内
面化されていなかったからではないのか、というのが趙先生の提起した重要
な論点の一つであったと思う。すなわち、日本はいったん「儒教化」したに
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もかかわらず、これを内側から超克したのではなく、もともと儒教的世界像
を内面化することがなかったために、容易にそれを捨て去って「近代化」す
ることができたということになる。
このように、エリートとしての知識人も民衆運動をも通貫する文化的共同
性としての基体から発想する趙先生の歴史学から、私は、たとえば「中国」
という世界を「生活感情の総和」という観点から、立ち現れる現象をすべて
包摂する「生々して息まない人間を超えたある種の茫漠たる実体」として捉
えようとした竹内好の中国観を想起する。いささかの飛躍を承知の上で述べ
るならば、趙先生が歴史学という営みを通して把握しようとしたのは、
「生々して息まない人間を超えたある種の茫漠たる実体」としての「朝鮮」
という基体なのではなかったか。そして、その伝統的な基体を引き受けなが
ら外来の「近代」と向かい合った人々―知識人から民衆まで―の「䔕扎」を
描くことではなかったか。
そのように思い至れば、遠い過去に交わした会話のテーマが、ドイツ農民
戦争から安丸良夫、ウェーバーであったことは示唆的である。これらを話題
に上した趙先生の脳裏には、民衆運動をどう捉えるのか、持続する民衆思想
の基層をどう捉えるのか、それらを比較史的な観点からどのように位置づけ
るのか、という思考が既にかたちを成しつつあったのではないかと、今に
なって思い至るのであり、かつまたそれを目の当たりにすることができた自
身の幸運にも思い至るのである。
ある文化的共同性の「茫漠たる実体」を自らの課題として引き受け、その
内的構造を明らかにするためには、たぶん性急な論断ではなく、持続する意
志が求められるであろう。その意味で、ある文化的共同性の論理を総体とし
て把握することを目指した趙先生の研究は、現在の状況の中でますます重要
な意義を持っているように思う。先生の今後のご研究の発展を祈念しつつ擱
筆する。
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趙景達先生 略歴
経歴
１９５４年７月 東京都台東区千束町に父趙炳生、母金順娘の次男として誕生
１９７３年４月 中央大学文学部入学
１９７７年３月 中央大学文学部卒業
１９７７年４月 中央大学大学院文学研究科修士課程入学
１９８０年３月 中央大学大学院文学研究科修士課程修了
１９８０年４月 東京都立大学人文学部研究生（～１９８１年３月）
１９８１年４月 東京都立大学大学院人文科学研究科博士課程入学
１９８６年３月 東京都立大学大学院人文科学研究科博士課程単位取得退学
１９８６年４月 東京都立大学人文学部助手（～１９８９年３月）
１９８９年４月 千葉大学文学部助教授（～１９９９年１２月）
１９９６年４月 東京大学大学院人文社会系研究科助教授併任（～１９９７年３
月）
２０００年１月 千葉大学文学部教授
２００３年５月 朝日新聞社AAN客員研究員（～２００４年３月）
２００６年４月 千葉大学大学院人文社会科学研究科教授に配置換え
２００６年５月 国立歴史民俗博物館客員教授（～２０１０年３月）
２００８年４月 千葉大学文学部教授に再配置換え
２０１４年４月 千葉大学大学院人文社会科学研究科教授に再配置換え
２０１７年４月 千葉大学大学院人文科学研究院教授に配置換え
非常勤講師・招聘講義歴
１９８８年４月 都留文科大学文学部（～１９９１年３月）
１９９０年４月 津田塾大学学芸学部（～１９９０年９月）
１９９０年４月 立教大学一般教育部（～１９９９年３月）
１９９２年４月 信州大学人文学部（～９月）
１９９３年４月 東京大学教養学部（～１９９６年３月）
１９９４年４月 茨城大学人文学部（～９月）
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１９９５年４月 神田外語大学外国語学部（～２０００年３月）
１９９６年４月 茨城大学人文学部（～９月）
１９９６年１０月 お茶の水女子大学文理学部（～１９９７年３月）
１９９８年４月 東京都立大学人文学部（～１９９９年３月）
４月 大阪大学文学部（～９月）
４月 茨城大学人文学部（～１０月）
１９９９年４月 北海道大学文学部（～９月）
２０００年４月 茨城大学人文学部（～９月）
２００１年４月 明治大学大学院文学研究科（～現在）
２００２年４月 早稲田大学社会科学部（～２００９年３月）
１２月 茨城大学人文学部（～２００２年３月）
２００３年４月 東京大学教養学部（～２００３年９月）
４月 早稲田大学大学院社会科学研究科（～２００９年３月）
４月 埼玉大学大学院文化科学研究科（～２００６年３月）
２００４年９月 韓国成均館大学校東アジア学術院（２００４年９月１～３日招
聘集中講義）
１０月 茨城大学人文学部（～２００５年３月）
２００５年１０月 東京大学教養学部（～２００６年３月）
２００５年９月 韓国円光大学校（２００６年９月１４日招聘講義）
２００６年１０月 茨城大学人文学部（～２００７年３月）
２００８年６月 韓国高麗大学校（２００８年６月１３日招聘講義）
２０１２年４月 明治大学情報コミュニケーション学部（～現在）
２０１３年４月 東洋大学大学院文学研究科（～２０１９年３月）
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趙景達先生 研究業績目録
０１ 著書
（単著）
１）『異端の民衆反乱―東学と甲午農民戦争』（岩波書店、１９９８年１２月、
総４４２頁）、のち韓国で『이단의민중반란―동학과 갑오농민전쟁
그리고 민중의 내셔널리즘조선 』（역사비평사、서울、２００８年１１月）
として翻訳出版される。
２）『朝鮮民衆運動の展開―士の論理と救済思想』（岩波書店、２００２年５
月、総３７６頁）、のち韓国で『민중과 유토피아―한국근대민중운동사』
（역사비평사、서울、２００９年３月）として翻訳出版される。
３）『植民地期朝鮮の知識人と民衆―植民地近代性論批判』（有志舎、２００８
年１２月、総３１３頁）、のち韓国で『식민지기 조선의 지식인과 민중―
식민지 근대성론 비판』（도서출판선인、서울、２０１２年４月）として
翻訳出版される。
４）『近代朝鮮と日本』（岩波書店、２０１２年１１月、総２８８頁）、のち韓国で
『 근대조선과 일본 ― 조선의 개항부터 대한 제국의 멸망까지 』
（열린책들、서울、２０１５年８月）、中国で『近代朝鮮乩日本』（新星
出版社、２０１９年９月）として翻訳出版される。
５）『植民地朝鮮と日本』（岩波書店、２０１３年１２月、総２７２頁）、のち韓国
で『식민지 조선과일본』（한양대학교출판부、서울、２０１５年８月）
として翻訳出版される。
６）『朝鮮の近代思想―日本との比較』（有志舎、２０１９年３月、総４６０頁）
７）『近代朝鮮の政治文化と民衆運動―日本との比較』（有志舎、２０２０年
３月、総４２３頁）
（共著）
１）『近現代史のなかの日本と朝鮮』（山田昭次・高崎宗司・鄭章淵との共
著、東京書籍、１９９１年６月、担当部分「６ 甲午農民戦争と日清戦争」
「７ 日清・日露戦間期の朝鮮」「８ 近代日本の朝鮮観」「９ 日露戦争
と朝鮮」「１０朝鮮の保護国化」「１１国権回復運動」「１２韓国併合と武
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断政治」pp.５１～１２１）、のち韓国で『근현대사속의 한국과 일본』（図
書出版돌베개、서울、１９９２年５月）として翻訳出版される。
２）『歴史と真実』（若桑みどり・三宅明正ら９名との共著、筑摩書房、
１９９７年１１月、担当論文「近代日本における道義と国家」pp.９１～１２０）
３）『東アジア近現代通史―１９世紀から現在まで（上・下）』（和田春樹・
後藤乾一・木畑洋一・山室信一・中野聡・川島真との共著、岩波書
店、２０１４年９月、『岩波講座 東アジア近現代通史』〈全１１巻〉の通史
編と座談会を抜粋して冊子化したもの、総２６６頁＋２７０頁）、のち韓国
で『동아시아 근현대통사』책과함께、서울、２０１７年１２月）として翻
訳出版される。
０２ 編著
（単編著）
１）『植民地朝鮮―その現実と解放への道』（東京堂出版、２０１１年９月、
担当論文「総論 植民地朝鮮」pp.１～１８、「戦争と朝鮮人」pp.２３３～２６１）
２）『近代日朝関係史』（有志舎、２０１２年９月、担当論文「近世の朝鮮社
会と日本」pp.１～２８）
３）『儒教的政治思想・文化と東アジアの近代』（有志舎、２０１８年３月、
担当論文「東アジアの儒教化と近代」pp.１～２６、担当論文「東アジ
アの儒教化と代」pp.１～２６、「近代朝鮮における民国思想」pp.５３～８０）
近代」pp.１～２６、「近代朝鮮における民国思想」pp.５３～８０）
（共編著）
１）『２０世紀を生きた朝鮮人』（林哲・徐京植との共編著、大和書房、１９９８
年１０月、担当論文「道義は実現されうるか―韓末啓蒙運動家李沂の
思想と行動」pp.３７～６０）
２）『暴力の地平を超えて』（須田努・中島久人との共編著、青木書店、
２００４年５月、担当論文「序論 いまなぜ暴力か」pp.９～１３、「暴力と
公論―植民地朝鮮における民衆の暴力」pp.２７５～３１３）
３）『戦争の時代と社会―日露戦争と現代』（安田浩との共編著、青木書店、
２００５年９月、担当論文「日露戦争と朝鮮」pp.９４～１２２）
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４）『アジアの国民国家構想』（久留島浩との共編著、青木書店、２００８年
３月、担当論文「総論 アジアの国民国家構想」pp.１～４２）
５）『国民国家の比較史』（久留島浩との共編著、有志舎、２０１０年３月、
担当論文「はじめに 国民国家を比較することの意義」pp. ⅰ～ⅵ、「朝
鮮の国民国家構想と民本主義の伝統」pp.８８～１１１）
６）『近代日本のなかの「韓国併合」』（安田常雄との共編著、東京堂出版、
２０１０年３月、担当論文「問題提起 近代日本のなかの「韓国併合」」pp.
１３～３７）
７）『「韓国併合」１００年を問う〈『思想』特集・関係資料〉』（宮嶋博史・李
成市・和田春樹との共編著、岩波書店、２０１１年３月、担当論文「武
断政治と朝鮮民衆」〈『思想』１０２９、２０１０年１月、の再所収〉、担当解
説「史料解説 十五年戦争下の朝鮮―満州事変から解放まで」pp.３５３～
３５４）、のち韓国で『일본、한국병합을 말하다』（열린책들、서울、
２０１１年８月）として翻訳出版される。
８）『比較史的にみた近世日本―「東アジア化」をめぐって』（須田努との
共編著、東京堂出版、２０１１年５月、担当論文「朝鮮の民本主義と民
衆運動―近世日本との比較」pp.２８４～３１０）、のち本稿は韓国で
「조선의 민본주의와 민중운동―근세 일본과의 비교」として배항섭·손병규
배항섭·손병규『임술민란과１９세기 동아시아 민중운동』（成均館大学
出版部、서울、２０１３年４月、pp.３６３～３９５）に翻訳収録される。
９）『薩摩・朝鮮人陶工村の四百年』（久留島浩・須田努との共編著、岩波
書店、２０１４年７月、担当論文「苗代川の近代史」pp.５９～９３）
０３ 編集
１）『丸善エンサイクロペディア 大百科』（編集協力、丸善、１９９５年２月、
担当コラム「朝鮮：朝貢体制から万国公法体制へ」ほか２０小項目）
２）『朝鮮人物事典』（木村誠・馬淵貞利・吉田光男との共編集、大和書房、
１９９５年５月、担当部分「東学と甲午農民戦争」「義士の群像」）
３）『資料 新聞社説に見る朝鮮 征韓論～日清戦争』（全６巻、北原スマ
子・園部裕之・長谷川直子・吉野誠との共編集、緑陰書房、１９９５年
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９月）
４）『「新しい歴史教科書」の〈正しい〉読み方―国の神話を超えて』（ひ
らかれた歴史教科書の会編、青木書店、２００７年３月、近代編責任編
集、担当論説「近代日本とアジア」「日清戦争と朝鮮」「「一等国」に
なった日本」）
５）『岩波講座 東アジア近現代通史』（和田春樹・後藤乾一・木畑洋一・
山室信一・中野聡・川島真との共編集、全１１巻、２０１０年１０月～２０１１
年９月、担当論文などは別掲）
６）『講座 東アジアの知識人』（原田敬一・村田雄二郎・安田常雄との共
編集、全５巻、有志舎、２０１３年９月～２０１４年４月、担当論文などは
別掲）
０４ 学術論文
１）「東学農民運動と甲午農民戦争の歴史的性格」（『朝鮮史研究会論文集』
１９、１９８２年３月、pp.１１７～１５０）、のち韓国にて『甲申甲午改革期의
近代変革과 民族運動』（청아出版社、서울、１９８３年）と『韓国近代政
治史研究』（삼계절、서울、１９８５年）に翻訳掲載される。
２）「甲午農民戦争指導者＝全䉏準の研究」（『朝鮮史叢』７、１９８３年６月、
pp.４１～８４）
３）「朝鮮における大国主義と小国主義の相克―初期開化派の思想」（『朝
鮮史研究会論文集』２２、１９８５年３月、pp.６１～９１）
４）「金允植における民衆観の相克」（『アジア史研究』１１、中央大学、１９８７
年３月、pp.２８～４７）
５）「安重根―その思想と行動」（『歴史評論』４６９、１９８９年５月、pp.２２～
３１）
６）「朝鮮近代のナショナリズムと東アジア―初期開化派の「万国公法」
観を中心に」（『中国―社会と文化』４、１９８９年６月、pp.５５～７２）
７）「朝鮮における日本帝国主義批判の論理の形成―愛国啓蒙運動期にお
ける文明観の相克」（『史潮』新２５、１９８９年６月、pp.５９～８２）
８）「朝鮮近代のナショナリズムと文明」（『思想』８０８、１９９１年１０月、pp.
趙景達先生を送る
２１
１１４～１３８）
９）「朝鮮人の労働観―大韓帝国期を中心に」（『ほるもん文化』２、１９９１
年１０月、pp.１２４～１４２）
１０）「１８９４年農民戦争에 있어서東学指導者의 役割―徐丙鶴・徐仁周를
中心으로」（『歴史研究』２、서울、１９９３年１１月、pp.６９～８２）
１１）「東学における正統と異端」（平石直昭編『アジアから考える』５、東
京大学出版会、１９９４年６月、pp.５５～９７）
１２）「朝鮮の独立と日清戦争」（『季刊中国』３９、１９９４年１２月、pp.１７～２８）
１３）「李朝末期の民乱―原州民乱（１８８５年）の事例から」（『朝鮮史研究会
論文集』３３、１９９５年１０月、pp.９３～１１８）
１４）「大韓帝国期の民衆運動」（『歴史学研究』６７７、増刊号、１９９５年１０月、
pp.９４～１０１）
１５）「朝鮮における実学から開化への思想的転回―朴珪寿を中心に」（『歴
史学研究』６７８、１９９５年１１月、pp.１２～２２）
１６）「金玉均から申采浩ヘ―朝鮮における国家主義の形成と転回」（歴史学
研究会編『講座 世界史』７、東京大学出版会、１９９６年１月、pp.３３３～
３６０）
１７）「朝鮮の義賊―活貧党の世界を中心に」（『東洋文化研究』１、学習院
大学、１９９９年３月、pp.１９９～２３４）
１８）「朝鮮の終末思想＝『鄭鑑録』と東学―植民地期を中心に」（『歴史学
研究』７２４、１９９９年６月、pp.４２～５３、７６）、のち加筆修正して「朝鮮
の終末思想＝『鄭鑑録』と植民地期の東学」と題して、歴史学研究会
編『再生する終末思想』（青木書店、２０００年１１月、pp.１９５～２３０）に
再掲載。
１９）「開国前夜における朝鮮の民乱―壬戌民乱の歴史的性格」（深谷克己編
『民衆運動史―近世から近代』５、青木書店、２０００年８月、pp.８５～
１１０）
２０）「植民地朝鮮における新興宗教の展開と民衆―普天教の抗日と親日
（上・下）」（『思想』９２１・９２２、２００１年２・３月、pp.６４～８７、pp.１３６
～１６２）
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２１）「近代日本における朝鮮蔑視観の形成と朝鮮人の対応」（三宅明正・山
田賢編『歴史の中の差別』日本経済評論社、２００１年６月、pp.６７～１０６）
２２）「教科書問題と日本原理主義」（『専修大学人文科学研究所月報』２００、
２００２年３月、pp.３５～４７）
２３）「近代朝鮮の小国思想」（菅原憲一・安田浩編『国境を貫く歴史認識』
青木書店、２００２年９月、pp.１３８～１５７）、のち韓国にて『녹색평론』（제
１４６、２０１６년１―２월）に翻訳掲載される。
２４）「갑오농민전쟁의 이상과 현실」（동학농민혁명기념사업회편『동학
동학농민혁명의 동아시아적 의미』서경문화사、서울、２００２年５月、pp.
１６３～１８５）
２５）「植民地朝鮮における勤倹思想の展開と民衆」（宮嶋博史・金容徳編『近
代交流史と相互認識』Ⅱ、慶應義塾大学出版会、２００５年３月、pp.１９１
～２３９）
２６）「１５年戦争下の朝鮮民衆―植民地近代論批判試論」（『朝鮮奨学会論文
集』第２５集、２００５年９月、pp.９～２９）
２７）「天道教の正統運動―異端と民衆の排除」（『歴史学研究』８０８、２００５
年１１月、pp.１４～２６）
２８）「解放前後期在日朝鮮人にとっての民族と生活」（宮嶋博史・金容徳編
『近代交流史と相互認識』Ⅲ、慶應義塾大学出版会、２００６年７月、pp.
４９～１１２）
２９）「日本／朝鮮におけるアジア主義の相克」（『情況』第３期第８巻第２
号、２００７年４月、pp.６２～８０）
３０）「日本帝国の膨張と朝鮮知識人―東亜協同体論と内鮮一体論をめぐっ
て」（石田憲編『膨張する帝国拡大する帝国―第二次大戦に向かう日
英とアジア』東京大学出版会、２００７年４月、pp.１６３～２０１）
３１）「植民地朝鮮におけるキリスト教系終末運動の展開と民衆―燈台社事
件を中心に」（『メトロポリタン史学』４、２００８年１２月、pp.３３～５８）
３２）「朴殷植における国家と民衆―朝鮮的政治思想・政治文化の葛藤」（深
谷克己編『東アジアの政治文化と近代』有志舎、２００９年３月、pp.
１８６～２１７）
趙景達先生を送る
２３
３３）「政治文化の変容と民衆運動―朝鮮民衆運動史研究の立場から」（『歴
史学研究』８５９、増刊号、２００９年１０月、pp.２～１２）
３４）「武断政治と朝鮮民衆」（『思想』１０２９、２０１０年１月）
３５）「パン・ツングーシズムと東アジア」（『アジア研究』第５号、静岡大
学人文学部アジア研究センター、２０１０年３月、pp.１７～２６、のち『朝
鮮奨学会論文集』２８〈２０１１年、pp.３７～４６〉に再掲載）
３６）「危機に立つ大韓帝国」（『岩波講座 東アジア近現代通史 日露戦争と
韓国併合』第２巻、２０１０年１０月、pp.１５３～１７５）
３７）「朝鮮の士と民」（大橋幸泰・深谷克己編『〈江戸〉の人と身分６ 身分
論をひろげる』吉川弘文館、２０１１年１月、pp.９９～１２６）
３８）「朝鮮の近代化と宗教―東学＝天道教の歴史から」（『宗教研究』３６７号、
２０１１年３月、pp.５１～７０）
３９）「近代の東アジアと「韓国併合」」（国立歴史民俗博物館編『２０１０年国
際シンポジウム〈「韓国併合」１００年を問う〉』岩波書店、２０１１年３月、
pp.２０～３１）
４０）「「韓国併合」の論理とその帰結―アジア主義と同化主義の行方」（『朝
鮮史研究会論文集』４９、２０１１年１０月、pp.２９～５０）
４１）「崔時亨と全䉏準―士と民の相克」（『講座 東アジアの知識人』１、有
志舎、２０１３年９月、pp.１７０～１８５）
４２）「明石順三―知識人の信仰と責任」（『講座 東アジアの知識人』４、有
志舎、２０１４年３月、pp.３４４～３６１）
４３）「植民地朝鮮における仏法研究会の教理と活動」（武内房司編『戦争・
災害と東アジアの民衆宗教』有志舎、２０１４年３月、pp.２４３～２６４）、
のち韓国にて『원불교사상과 종교문화』６７（２０１６年３月）に翻訳掲
載される。
４４）「東学＝天道教正史の変遷―教門の正統性と民族運動の主導権」（『歴
史学研究』９３８、２０１５年１１月、pp.１６～２６、６０）
４５）「転換期における民衆の暴力―比較史的視点から見た伊勢暴動」（『人
民の歴史学』２０７、２０１６年３月、pp.１５～２５）
４６）「植民者の朝鮮観」（杉並歴史を語り合う会・歴史科学協議会編『隣国
千葉大学 人文研究 第４９号
２４
の肖像』（大月書店、２０１６年６月、pp.８４～１０２）
４７）「국가(도의관)를 둘러싼 근대 한일 사상 비교―이기와 나카에 조민
이기와 나카에 조민」（미야지마 히로시・배항섭編『동아시아에서 세계를 보면―
역사의 길목에 선 동아시아 지식인들』너머북스、서울、２０１７年６
月、pp.５７～７９）
４８）「「独立万歳」の政治文化と民衆」（『歴史評論』８２７、２０１９年３月、pp.
３２～４３）
４９）「米騒動と植民地朝鮮」（井本三夫編『米騒動・大戦後デモクラシー百
周年論集』集広舎、２０１９年３月、pp.３７～９８）
５０）「三・一運動における民衆のナショナリズム―二つの事例から」（『大
原社会問題研究所雑誌』７２８、２０１９年６月、pp.１～１５）
０５ 批評・解説論文
１）「自由民権・民衆運動史研究とアジア史の視点」（『自由民権』９、１９９６
年２月、pp.５９～６４）
２）「박경식 선생님과 그 역사학」（『함께 보는 우리 역사』５５、역사학연구소
역사학연구소、２０００年冬、pp.１３～１９）、のち「朴慶植とその歴史学」と
題して日本語で『千葉史学』（３９、２００１年１１月、pp.６６～７４）に再掲載。
３）「韓国の歴史教育と民衆史学」（『日本歴史学協会年報』第１６号、２００１
年３月、pp.３３～３９）
４）「朝鮮の近代とその政治文化」（歴史学研究会編『現代歴史学の成果と
課題１９８０―２０００年 Ⅱ 国家像・社会像の変貌』青木書店、２００３年２
月、pp.２５７～２７５）
５）「韓国におけるフランス革命研究―朝鮮史の立場から」（『専修大学歴
史学研究センター年報』２、２００５年１月、pp.３８～５６）
６）「アジア史研究から見た丸山政治思想史学」（『未来』４７９、未来社、２００６
年８月、pp.１５～２０）
７）「일본에 있어서의 갑오농민전쟁 연구 상황」（『동학학보』１３、
서울、２００７年１月、pp.７～２２）
８）「植民地近代性論批判序説」（『歴史学研究』８４３、２００８年８月、pp.１５～
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２７）
９）「戦後日本の朝鮮史研究―近代史研究を中心に」（『歴史学研究』８６８、
２０１０年７月、pp.１～１２、６４）、のち『「韓国併合」１００年と日本の歴史
学』（青木書店、２０１１年５月、pp.１６５～１９８）に再掲載。
１０）「解説」（『深谷克己著作集』第６巻、校倉書房、２０１０年６月、pp.３７１～
３８１）
１１）「韓国強制併合과 現在」（『創作과 批評』１５０、서울、２０１０年、pp.４７５
～４９７）
１２）「グローバル・ヒストリー雑感―政治文化史と民衆運動史の視点から」
（『歴史評論』７４１、２０１２年１月、pp.２２～３４、９３）
１３）「総論「社会」の発見と変容」（『講座 東アジアの知識人』３、有志舎、
２０１３年１２月、pp.１～１２）
１４）「総論 さまざまな戦後〈２ 解放直後の朝鮮知識人〉〈５ 東アジア知
識人の現在〉」（『講座 東アジアの知識人』５、有志舎、２０１４年４月、
pp.４～６、１２～１４）
１５）「混迷する植民地公共性論の行方―植民地近代性論批判再論」（『アジ
ア民衆史研究』２０、２０１５年５月、pp.８４～９４）
１６）「民衆運動史研究の方法―通俗道徳論をめぐって」（アジア民衆史研究
会・歴史問題研究所編『日韓民衆史研究の最前線―新しい民衆史を求
めて』有志舎、２０１５年１２月、pp.２６～５０）
１７）「安丸史学の検証―逸脱と道徳をめぐって」（『現代思想』２０１６年９月
臨時増刊号「総特集 安丸良夫―民衆思想とは何か」pp.２７６～２９１）
０６ 史論・評論・概説
１）「三・一運動とその思想」（『基礎ハングル』２―１１、１９８７年３月、pp.
４４～４７）
２）「李朝社会と現在」（『ウリ生活』３、１９８８年１１月、pp.１４４～１５１）
３）「東学農民運動と二人の黒幕」（『ウリ生活』６、１９９０年５月、pp.２３２～
２４２）
４）「挟撃される在日と〈開かれたナショナリズム〉」（『ほるもん文化』１、
千葉大学 人文研究 第４９号
２６
１９９０年９月、pp.２２～３１）
５）「甲午農民戦争における民衆」（『ウリ生活』７、１９９０年１１月、pp.１６８～
１７９）
６）「甲午農民戦争１００年」（『世界』５９６、１９９４年６月、pp.１１３～１２０）
７）「民族運動の胎動」（朝鮮史研究会編『新版 朝鮮の歴史』三省堂、１９９５
年２月、pp.２２０～２４０）
８）“Transition in Modern East Asian History and Japan”, Central
Europe and A Common Challenge（Budapest,１９９６, pp.５９～６３）
９）「ユートピアなき世代の国家主義」（『世界』６５６、１９９８年１２月、pp.８６～
９３）
１０）「朝鮮ナショナリズムの系譜」（『大航海』３０、１９９９年１０月、pp.６４～７３）
１１）「日本のアジア主義―朝鮮・中国との比較」（高等学校教科書『日本史
Ａ 現代からの歴史 指導資料』東京書籍、２００３年、pp.１２２～１２３）
１２）「近現代日本の朝鮮認識と今日の岐路」（『近畿人権協会NEWS』第３
号、２００５年６月、pp.５～８）
１３）「グローバリゼーション下の歴史教科書―杉並の経験から」（『歴史評
論』６７４、２００６年６月、pp.１００～１０５）
１４）「ウィーンに見る市民社会」（『帝国と民族アイデンティティ―東アジ
アとオーストリアをめぐって』人間文化研究機構連携研究「日本とユー
ラシアの交流に関する総合的研究：交流と表象」国際シンポジウム報
告書、２００７年３月、pp.１８～２０）
１５）「갑오농민전쟁과 유토피아」（『내일을 여는 역사』２９、서울、２００７
年秋、pp.４０～５２）
１６）「植民地下の朝鮮民衆」（『歴史地理教育』７６３、２０１０年８月、pp.１８～
２５）
１７）「「韓国併合」合理化論と現在の認識」（『オルタ』４２１号、２０１０年８月、
pp.４～８）
１８）「世界戦争と改造―１９１０年代」（『岩波講座 東アジア近現代通史 世界
戦争と改造』第３巻、２０１０年１１月、pp.１～４０）
１９）「アジアにおける民主化潮流と逆流」（『岩波講座 東アジア近現代通史
趙景達先生を送る
２７
和解と協力の未来へ』第１０巻、２０１１年８月、pp.１８～２１）
２０）「당신이 몰랐던 ３．１운동:민중의 꿈,분노,행동」（『오늘보다』제2호、
서울、２０１５年３月、pp.２８～３１）
２１）「文明化と国家意識―ヘイトスピーチの背後にあるもの」（『アリラン
通信』５４、２０１５年５月、pp.４～７）
２２）「シベリア出兵と米騒動」（『歴史地理教育』８７６、２０１８年６月、pp.４～９）
０７ 講演記録
１）「朝鮮の民権運動」（『自由民権運動と現代―自由民権百年 第二回全国
集会報告集』三省堂、１９８５年１２月、pp.３４０～３４５）
２）「朝鮮にとっての日清戦争―甲午農民戦争１００年を迎えて」（『月刊
フォーラム』５０、１９９４年９月、pp.４５～５２）
３）「日清戦争と朝鮮」（『なぜ朝鮮は植民地化されたか』「朝鮮問題」懇話
会、１９９６年７月、pp.１７～２５）
４）「歴史教科書問題と私たち」（『セフルム』８、２００２年２月、pp.３０～３１）
５）「皇民化をめぐる知の屈折―植民地化（乙巳保護条約）１００周年にち
なんで」（『セフルム』１１、２００５年２月、pp.８～１１）
６）「海峡が隔てる差異―歴史社会的差異から見た日本と韓国・アジア」
（『政経研究時報』９―１、２００５年６月、pp.１～３）
７）「８・１５解放前後の在日コリアンと現在―青少年・知識人・民衆をめ
ぐって」（『中央大学学員会コリア同窓会支部会報』第１０号、２００７年
３月、pp.６～１６）
８）「グローバリゼーション時代の思想と歴史研究・教育―朝鮮史と民衆
史の立場から」（『東京の歴史教育』３６、２００７年７月、pp.３～２０）
９）「三・一運動と日本」（『１９１９年３・１独立運動９０周年記念の集い―そ
の歴史的意義と今日的課題』日朝協会・日朝協会東京都連合会、２００９
年６月、pp.７～１７）
１０）「近代朝鮮の国家構想―韓国併合１００年にちなんで」（『セフルム』№１６、
２０１０年２月、pp.９～１５）
１１）「朝鮮半島と日本の過去と現在―「韓国併合」１００年が問うもの」（『月
千葉大学 人文研究 第４９号
２８
刊 憲法運動』３９０、２０１０年５月、pp.２～１２）
１２）「占領下の在日朝鮮人とその生活」（国立歴史民俗博物館・原山浩介編
『歴博フォーラム 占領下の民衆生活』東京堂出版、２０１０年５月、pp.
１１８～１４２）
１３）「韓国併合への道―伊藤博文と安重根をめぐって」（『房総史学』５１、
２０１１年、pp.６～１５）
１４）「植民地朝鮮の近代と民衆」（『メーレック・ブックレット』６、２０１６年
７月、pp.１７～２９）
１５）「朝鮮半島の政治文化を考える―３・１朝鮮独立運動１００周年に寄せ
て」（『アジア・アフリカ・ラテンアメリカ 千葉県AALA版』１２２～
１２５、２０１９年４～７月、pp.３～６、pp.３～５、pp.４～１０、pp.４～７）
０８ 学会コメント・学会スピーチ
１）「甲午農民戦争と朝鮮民衆のナショナリズム―鄭在貞氏の報告によせ
て」（比較史・比較歴史教育研究会編『黒船と日清戦争』未来社、１９９６
年３月、pp.１４０～１４４）
２）“Comment”, Fussing Modernity : Appropriation of History and
political Mobilization in south Asia, JCAS Symposium Serieis １１
（The Japan Center for Area Studies National museum of
Ethnology, Osaka,２０００, pp.２１３～２１４）
３）「朝日近世社会比較試論―久留島浩報告に寄せて」（国立民族学博物
館・国立歴史民俗博物館『「ユーラシアと日本：交流とイメージ」プ
レ・シンポジウム報告書』２００５年１２月、pp.５３～６９）
４）「近代移行期東アジアにおける君主と士の位相―深谷克己・安在邦夫
報告に寄せて」（早稲田大学アジア歴史文化研究所『シンポジウム報
告集 近代移行期の東アジア―政治文化の変容と形成』２００５年１２月、
pp.６５～７４）
５）「国民国家形成における韓国と日本の分岐点―「国民国家の比較史的
研究」の意義」（『韓国における国民国家研究の現状と課題』人間文化
研究機構連携研究「日本とユーラシアの交流に関する総合的研究：交
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２９
流と表象」国際シンポジウム報告書、２００６年３月、pp.１２～１５）
６）「《国民国家研究の視点から権力システムを考える》コメント」（人間
文化機構連携研究『シンポジウムユーラシアと日本―交流と表象の現
状と課題』２００６年１２月、pp.３２～３８）
７）「植民地近代論批判の立場からのコメント」（『歴史学研究』８３３、増刊
号、２００７年１０月、pp.１２２～１２５）
８）「「１８９４年農民戦争に関連した衝突する歴史記憶に対する管見」討論」
（『第７回韓日歴史会議反乱か？革命か？』日韓文化交流基金、２００８
年３月、pp.５１～５４）
９）「趣意説明 シンポジウム「いまなぜ国民国家か―国民国家の過去・現
在・未来」の開催にあたって」（『シンポジウム「ユーラシアと日本―
いまなぜ国民国家か―国民国家の過去・現在・未来―」報告書』２００９
年３月、pp.６～７）
１０）「アジアにおける国民国家形成を比較することの意義」（『ベトナムに
おける民族と国家』人間文化研究機構連携研究「日本とユーラシアの
交流に関する総合的研究：交流と表象」ハノイ・シンポジウム報告書、
２００９年３月、pp.４３～４５）
１１）「儒教的民本主義と近代日朝関係・比較史―拙著『近代朝鮮と日本』
への論評を踏まえて」（『アジア民衆史研究』１９、２０１４年５月、pp.５８
～６９）
１２）「植民地朝鮮をいかに見るか―書評：拙著『植民地朝鮮と日本』への
応答」（『アジア民衆史研究』２０、２０１５年５月、pp.７３～８３）
１３）「植民地近代の見方―暴力と主体の問題をめぐって」（『民衆史研究』９１、
２０１６年７月、pp.５１～５８）
１４）「災害飢饉時における国家と名望家―報告を聞いて」（『歴史評論』８０６、
２０１７年６月、pp.９０～９６）
０９ 研究ノート・予稿論文（のちに論文集として刊行収録されたものは含ま
ない）
１）「東学集団と甲午農民戦争の歴史的性格」（『朝鮮史研究会会報』６４、
千葉大学 人文研究 第４９号
３０
１９８１年９月、pp.５～７）
２）「朝鮮ナショナリズムにおける儒教」（『学人』１、江蘇省、１９９１年１１
月、pp.５２２～５２４）
３）「東学創建의歴史的意義와民衆」（갑오농민혁명계승사업회・정읍시
主 催『국제학술대회 갑오농민혁명의 민중사적 재조명』갑오농민혁명
갑오농민혁명１０６주년기념제３３회갑오농민혁명기념제、정읍、２０００年５月、
pp.９～１３）
４）「일본교과서에 있어서의 갑오농민전쟁의 서술」（갑오농민혁명계승사업회
갑오농민혁명계승사업회主催『한민족제학술대회남·북·중·일 역사교과서를 통해본
역사인식』동학농민혁명 １１０주년기념 제 ３７회 동학농민혁명 기념제
기념제、정읍、２００４年５月、pp.７～１１）
５）「갑오농민전쟁의 논리와 비교사적 위상―글로벌리제이션시대의
민중운동사연구와 관련하여」（동학농민혁명기념재단主催『동학농민
혁명１２０주년 기념 국제학술대회―동학농민혁명 평화·화해·상
생의 시대를 열다』국립중앙박물관、서울、２０１４年１０月、pp.３９９～
４１３）
６）「일본에서의韓国近代史研究의 현상과 과제」（전북대학교·전주시
主催『２０１５세계 한국학 전주 비엔날레 프레대회』전주、２０１５年１２
月、pp.９０～９６）
７）「갑오농민전쟁의 세계사적 위상― 진도동학농민군 탄압과 관련하여
여」（전라남도主催『진도동학농민혁명의 동아시아적 의미와 그 위
상』진도군 철마도서관、２０１６年１０月、pp.４３～５５）
１０ 学界動向・書評
１）「朴宗根『日清戦争と朝鮮』」（『歴史評論』４１０、１９８４年６月、pp.１０２～
１０６）
２）「姜徳相『朝鮮独立運動の群像』・金哲央『人物 近代朝鮮思想史』」（『朝
鮮史研究会会報』７７、１９８４年１０月、pp.５～７）
３）「１９８７年の歴史学界：回顧と展望―朝鮮２」（『史学雑誌』９７―５、１９８８
年５月、pp.２６９～２７３）
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４）「立ちはだかる近代―丸山真男著『戦中と戦後の間』」（『歴史評論』５０５、
１９９２年５月、pp.１２～１３）
５）「千葉県日本韓国・朝鮮関係史研究会編『千葉のなかの朝鮮』」（『千葉
史学』４１、２００３年１月、pp.７１～７３）
６）「須田努『「悪党」の一九世紀―民衆運動の変質と 近代移行期』」（『歴
史評論』６４５、２００４年１月、pp.９８～１０２、９７）
７）「２００６年の歴史学界：回顧と展望―日本近代〈植民地〉」（『史学雑誌』
１１６―５、２００７年５月、pp.１７９～１８２）
８）「小倉紀蔵『朝鮮思想全史』」（共同通信２０１７年１２月１４日配信、『南日
本新聞』２０１７年１２月１７日、『京都新聞』２０１７年１２月２４日、『神奈川新
聞』２０１８年１月７日など）
１１ 小論・コラム
１）「儒教と女性―金允植の改嫁論」（『朝鮮女性史読書会通信』１１、１９８７
年４月、pp.４～５）
２）「自強と富強―朝鮮の場合」（『千葉史学』１８、１９９１年５月、pp.１１～１３）
３）「乙巳保護条約の風景」（『朝鮮画報』３７５、１９９２年１１月、pp.４２～４３）
４）「義賊と義民」（『歴史地理教育』６０１、１９９９年１１月、pp.６０～６１）
５）「唯我独尊の暗い教科書」（小森陽一・坂本義勝・安丸良夫編『歴史教
科書 何が問題か―徹底検証Ｑ＆Ａ』岩波書店、２００１年６月、pp.
２０２～２０３）
６）「日本と朝鮮のアジア主義」（高等学校教科書『日本史Ａ 現代からの
歴史』東京書籍、２００３年２月、p.１０３）
７）「申采浩」（『岩波講座 東アジア近現代通史 世界戦争と改造』第３巻、
２０１０年１１月、pp.３８４～３８５）
８）「全䉏準」（『岩波講座 東アジア近現代通史 東アジア世界の近代』第
１巻、２０１０年１２月、pp.１３０～１３１）
９）「朝鮮における第三の道」（『岩波講座 東アジア近現代通史 アジア太
平洋戦争と「大東亜共栄圏」』第６巻、２０１１年１月、pp.１２２～１２３）
１０）「歴史の両側 朝鮮半島と日本」（横浜教科書研究会編『自由社版『新
千葉大学 人文研究 第４９号
３２
編 新しい歴史教科書』をどう教えるか？―近現代編』３、２０１１年７
月、pp.５２～５３）
１１）「アジアから見た近代日本」（高等学校教科書『日本史Ａ 現代からの
歴史』東京書籍、２０１２年３月、p.１２１）
１２）「甲午農民戦争と韓国の民主主義」（『季刊はぬるはうす』４８、２０１５年
１１月、pp.２８～２９）
１３）「最後の葉書―安丸史学との対話」（『思想』１１０６、２０１６年６月、pp.１３９
～１４２）
１４）「比較思想史研究からみえてくるもの―拙著『朝鮮の近代思想』刊行
に寄せて」（『CROSS ROAD』創刊号、２０１９年６月、pp.１～２）
１２ 新聞論説
１）「戦前回帰の思考を恐れる」（『社会新報』１９８０年１０月７日）
２）「行き交う民、流れ加速」（『朝日新聞』２００３年９月１４日朝刊）
３）「新しい歴史が始まった」（『朝日新聞』２００４年３月３日朝刊）
４）「心がけひとつで近くも遠くもなる朝鮮海峡」（『船員しんぶん』２００４
年８月２５日）
５）「朝鮮史から見た日本の国体思想」（『しんぶん赤旗』２０１０年３月１０日）
６）「「併合」百年―日韓の近代化論に危うさ」（『朝日新聞』２０１０年３月２５
日朝刊）
７）「朝鮮三・一運動から９５年」（『しんぶん赤旗』２０１４年２月２８日）
１３ インタビュー
１）「消えるチマ・チョゴリと日本―際住の思想」（『東京新聞』１９９９年３
月１８日夕刊）
２）「韓国併合１００年に歴史検証を」（『社会新報』２０１０年２月３日）
３）「「見解の相違」では未来開けぬ」（『朝日新聞』２０１４年１０月２４日朝刊）
４）「日本の植民地支配下にあった朝鮮―三・一独立運動１００年」（『しん
ぶん赤旗』２０１９年２月５日）
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１４ 座談会
１）「在日を生きる（林哲・姜尚中・文京洙・趙景達）」（『歴史批判』３～
５、１９８６年８月、１９８７年３月、１９８７年８月、pp. ２２７～２５５、pp.
１９９～２３２、pp.２４３～２７７）
２）「民族教育の行方」（金敬得・辛淑玉・金栄・趙景達）『ほるもん文化』
５、１９９４年、pp.１１～３９）
３）「東アジア再考のとき―歴史の構造変動の中で（小倉和夫・趙景達・
和田春樹）」（『図書』岩波書店、２０１０年１１月、pp.２～１４）
４）「共同討議 和解と協力の未来へ１９９０年以降（和田春樹・後藤乾一・
木畑洋一・山室信一・趙景達・中野聡・川島真）」（『岩波講座 東アジ
ア近現代通史 和解と協力の未来へ』第１０巻、２０１１年８月、pp.７～５３）
５）「座談会 近現代東アジアのなかの知識人（趙景達・原田敬一・村田雄
二郎・安田常雄）」（『講座 東アジアの知識人』５、有志舎、２０１４年
４月、pp.３６９～４２３）
６）「対談 日朝相互認識の今昔（大門正克・趙景達）」（杉並歴史を語り合
う会・歴史科学協議会編『隣国の肖像―日朝相互認識の歴史』大月書
店、２０１６年６月、pp.２８３～３０６）
１５ 翻訳
１）韓勝憲「東学農民革命とアジアの新しい歴史」（『世界』６９３、２００１年
１０月、pp.２４８～２５６）
２）朴賛勝「１９１０年代における渡日留学生の思想的動向」（宮嶋博史・金
容徳編『近代交流史と相互認識』Ⅱ、慶應義塾大学出版会、２００５年
３月、pp.１４７～１８９）
３）李京遠「東学の布敎と儒敎倫理の活用」（『日韓民衆史研究の最前線』
有志舎、２０１５年１２月、pp.８６～１０５）
１６ 辞典・事典
１）『世界民族問題事典』（平凡社、１９９５年９月、３項目担当）
２）『新版 日本史辞典』（角川書店、１９９６年１１月、３６項目担当）
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３）『歴史学事典』４・５・６・７（弘文堂、１９９６年１２月、１９９７年１０月、
１９９８年１２月、１９９９年１２月、８項目担当）
４）『日本史広辞典』（山川出版社、１９９７年１０月、２６項目担当）
５）『世界史辞典』（角川書店、２００１年１０月、２３項目担当）
６）『日本史文献事典』（弘文堂、２００３年１１月、３項目担当）
７）『国際政治事典』（弘文堂、２００５年１１月、１項目担当）
８）『世界人名大辞典』（岩波書店、２０１３年１２月、１６項目担当）
※その他エッセーや各種小文があるが、これらは省略した。
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